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我
が
国
は
、
今
、
急
激
な
人
口
減
少

と
い
う
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
局
面

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
団
塊
の
世
代
の
人
々
が
全
て
75
歳

以
上
の
い
わ
ゆ
る
後
期
高
齢
者
と
な
る

２
０
２
５
年
以
降
、
高
齢
化
に
伴
う
医

療
・
介
護
な
ど
の
問
題
は
、
極
め
て
深

刻
な
事
態
と
な
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
な
ど
今
後
直
面
す
る
課
題

に
対
し
、
将
来
を
見
据
え
た
責
任
の
あ

る
市
政
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

本
市
の
特
性
を
生
か
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
活
力
あ
る
地
域
を
維
持
し
て
い

く
施
策
の
展
開
と
と
も
に
、
何
よ
り
も

市
民
の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

　

市
長
就
任
３
年
目
か
ら
開
始
し
た
出

前
ト
ー
ク
は
15
年
目
を
迎
え
、
開
催

回
数
は
５
１
２
回
、
意
見
交
換
数
も

６
８
８
２
件
を
数
え
、
私
の
政
治
理
念

で
あ
る「
市
民
が
ま
ん
な
か
」、「
市
民

と
共
に
創
る
、
見
え
る
市
政
」を
具
現

化
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
通
じ
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

説
明
責
任
を
果
た
し
、
市
民
と
行
政
と

の
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
、「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」が
推
進
で
き
た
と

自
負
し
て
い
ま
す
。
こ
の「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」は
、
教
育
施
策
の
分
野
で

は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
共
に
子
ど

も
を
育
て
る
仕
組
み
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
発
展
し
、
今
、

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対

話
を
積
み
重
ね
、
こ
れ
ま
で
作
り
上
げ

て
き
た
市
民
協
働
の
流
れ
を
促
進
し
、

も
っ
と
住
み
や
す
い
、
住
み
続
け
た
い

と
思
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
を
目
指
し

て
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

 

豊
か
な
市
民
生
活

【
市
民
公
益
活
動
の
推
進
】

▽
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

促
進
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
な
ど
で
自
治
会
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

▽
自
治
会
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
自

治
会
へ
の
加
入
促
進
や
担
い
手
の
確

保
な
ど
に
つ
い
て
、
自
治
会
連
合
会

と
と
も
に
研
究
し
ま
す
。

▽
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
整
備
を

行
う
た
め
、
今
年
度
は
若
葉
台
西
地

区
と
紅
葉
ヶ
丘
地
区
公
民
館
の
大
規

模
改
修
を
行
い
ま
す
。

▽
市
民
公
益
活
動
を
行
う
団
体
の
育

成
、
活
性
化
を
支
援
す
る
た
め
、
市

民
活
動
活
性
化
事
業
補
助
金
の
活
用

を
促
進
し
ま
す
。

【
人
権
の
尊
重
】

▽
学
校
や
地
域
な
ど
で
の
教
育
・
啓
発

活
動
の
機
会
を
通
じ
て
市
民
の
人
権

意
識
を
高
め
ま
す
。

▽
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
解
決
す
る

た
め
市
民
と
協
働
し
、
差
別
の
な
い

心
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

【
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
】

▽
昨
年
度
実
施
し
た「
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」の
結
果

を
踏
ま
え
、
第
３
次
春
日
市
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

▽「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
」を
拠
点

に
、
地
域
や
事
業
所
な
ど
へ
の
啓
発
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

【
環
境
と
の
共
生
】

▽
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
地
球
温
暖
化

防
止
の
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
環

境
保
全
活
動
を
奨
励
し
ま
す
。

▽
生
ご
み
の
水
切
り
、
古
紙
回
収
、
事

業
系
ご
み
の
減
量
の
促
進
を
図
る
な

ど
、
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
ま
す
。

▽
可
燃
ご
み
の
処
理
施
設
で
あ
る
南
部

工
場
の
建
設
工
事
完
了
に
向
け
、
地

元
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
周
辺
地
区
の
環
境
整
備

に
努
め
ま
す
。
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▽
犬
や
ネ
コ
の
飼
い
主
の
飼
育
マ
ナ
ー

の
向
上
や
、
適
正
な
管
理
な
ど
に
向

け
た
効
果
的
な
方
策
を
研
究
し
ま
す
。

【
防
犯
体
制
の
整
備
】

▽
地
域
や
警
察
と
連
携
し
た
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進

し
ま
す
。

▽
防
犯
教
室
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の

防
犯
活
動
を
支
援
す
る
な
ど
、
防
犯

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

▽
市
を
挙
げ
て
暴
力
団
を
排
除
す
る
機

運
の
醸
成
や
、
体
制
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

【
商
工
業
の
振
興
・
農
業
支
援
】

▽
商
工
会
が
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
20
％
に

引
き
上
げ
て
発
行
す
る「
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
」へ
の
公
費
助
成
額

を
増
額
し
ま
す
。

▽「
子
育
て
応
援
券
支
給
事
業
」を
実
施

し
、
さ
ら
な
る
地
域
の
消
費
喚
起
を

図
り
ま
す
。

▽
市
商
工
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、
創

業
者
支
援
と
し
て「
創
業
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
ト
タ
ウ
ン
構
想
事
業
」を
実
施

し
ま
す
。

▽「
事
業
資
金
融
資
制
度
」で
中
小
企
業

の
経
営
基
盤
の
安
定
を
図
る
と
と
も

に
、「
地
域
の
元
気
な
商
店
会
づ
く

り
事
業
補
助
金
」で
市
内
の
商
店
会

を
支
援
し
ま
す
。

▽
水
路
な
ど
農
業
用
施
設
の
維
持
管

理
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
農
園
な

ど
を
通
じ
て
農
地
の
活
用
に
努
め
ま

す
。

▽
地
域
に
お
け
る
啓
発
や
、
警
察
な
ど

と
の
連
携
で
、
悪
質
商
法
な
ど
の
被

害
防
止
や
被
害
拡
大
を
防
ぐ
素
早
い

対
応
に
努
め
ま
す
。

 

安
心
な
健
康
福
祉

【
地
域
福
祉
の
推
進
】

▽
地
域
に
暮
ら
す
市
民
が
生
涯
を
通
し

て
生
き
生
き
と
、
自
分
ら
し
く
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

▽
春
日
市
地
域
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ン

２
０
１
１
の
見
直
し
を
進
め
る
と
と

も
に
、
更
な
る
地
域
福
祉
の
充
実
に

つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

▽
民
生
委
員
や
自
治
会
な
ど
の
関
係

機
関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
安
心
生
活
創
造
事
業
な
ど
を
展

開
し
、
よ
り
よ
い
地
域
福
祉
活
動
が

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
高
齢
者
支
援
】

▽
多
様
な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
、「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
を

目
指
し
ま
す
。

▽
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
の

促
進
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」な
ど

を
通
じ
た
普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。

▽
介
護
予
防
事
業
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

▽
介
護
保
険
制
度
の
意
義
と
保
険
料
な

ど
の
負
担
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
な

が
ら
、
適
正
な
制
度
運
営
に
努
め
ま

す
。

▽
昨
年
11
月
に
市
内
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
増
床
す
る
な
ど
、
今
後
と

も
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

【
子
育
て
支
援
】

▽
子
育
て
支
援
専
門
員
を
配
置
し
、
教

育
・
保
育
施
設
や
地
域
の
子
育
て
支

援
事
業
を
円
滑
に
活
用
で
き
る
よ
う

相
談
や
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
需
要
の
見
込
み
に
見
合
う
保
育
の
提

供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
保
育
の

受
け
皿
の
拡
大
・
拡
充
を
進
め
ま
す
。

▽
春
日
野
小
学
校
内
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
、
第
２
ク
ラ
ブ
舎
を

本
年
10
月
の
開
設
を
目
指
し
て
建
設

し
ま
す
。

▽
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
入
院
の

場
合
の
助
成
対
象
者
を
、
小
学
校
６

年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
へ
と

拡
充
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
支
援
し
ま
す
。

【
障
が
い
者
支
援
】

▽
第
４
次
春
日
市
障
害
者
福
祉
長
期
行

動
計
画
お
よ
び
第
４
期
春
日
市
障
が

い
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
障
が
い
者

福
祉
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

▽
県
立
太
宰
府
特
別
支
援
学
校
に
通
学

す
る
児
童
・
生
徒
の
日
中
活
動
の
場

を
提
供
す
る
な
ど
、
地
域
生
活
支
援

事
業
を
継
続
し
ま
す
。

▽
く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
通
園
部
支
援
レ
ス

パ
イ
ト
事
業
を
開
始
し
、
児
童
の
新

た
な
居
場
所
を
つ
く
る
と
と
も
に
、

保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま

す
。

【
健
康
づ
く
り
支
援
】

▽
第
２
期
い
き
い
き
春
日
21
健
康
づ
く

り
支
援
計
画
・
春
日
市
食
育
推
進
基

本
計
画
に
基
づ
き
、「
健
康
で
い
き

い
き
と
生
活
で
き
る
明
る
い
ま
ち
」

を
目
指
し
ま
す
。

▽
生
活
習
慣
病
の
発
症
と
そ
の
重
症
化

防
止
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
に
お

け
る
レ
セ
プ
ト
な
ど
の
デ
ー
タ
分
析
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を
活
用
し
、
保
健
事
業
を
推
進
し
ま

す
。

▽
特
定
健
康
診
査
の
未
受
診
者
に
対

し
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
積
極

的
に
受
診
を
勧
奨
す
る「
特
定
健
診

未
受
診
者
対
策
事
業
」を
実
施
し
、

受
診
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

▽
糖
尿
病
な
ど
の
重
症
化
を
予
防
す
る

た
め
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
結
果

な
ど
か
ら
、
適
切
な
保
健
指
導
を
行

う「
重
症
化
予
防
対
策
事
業
」を
実
施

し
ま
す
。

▽
本
年
３
月
に
発
足
し
た「
春
日
市
医

療
費
等
適
正
化
推
進
委
員
会
」の
中

で
、医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

▽
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上
に
努

め
、
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

▽
予
防
接
種
の
接
種
率
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
成
人
用
の
肺
炎
球
菌
予

防
接
種
な
ど
へ
の
公
費
負
担
を
継
続

し
、市
民
の
健
康
保
持
に
努
め
ま
す
。

▽
本
年
３
月
に
策
定
し
た
春
日
市
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
に
基

づ
き
、
病
原
性
の
高
い
新
型
感
染
症

へ
の
対
策
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

▽
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
を
実
施

し
、不
妊
に
悩
む
夫
婦
を
支
援
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

▽
生
活
困
窮
者
の
自
立
促
進
を
図
る
た

め
、
自
立
相
談
支
援
事
業
や
住
居
確

保
給
付
金
の
支
給
、
家
計
相
談
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

 

活
力
あ
ふ
れ
る

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

【
学
校
教
育
の
充
実
】

▽「
健
や
か
で
個
性
豊
か
な
子
ど
も
を

育
む
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
り
ま
す
。

▽
小
学
校
６
年
生
30
人
以
下
学
級
、
小

学
校
全
学
年
で
の
外
国
語
活
動
な
ど

を
実
施
し
、
き
め
細
や
か
な
指
導
体

制
を
推
進
し
ま
す
。

▽
学
力
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
児
童
を

支
援
指
導
す
る
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
、
学
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

▽
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
核
に
、小
・

中
学
校
９
年
間
を
見
通
し
た
不
登
校

児
童
生
徒
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▽
い
じ
め
の
早
期
発
見
・
早
期
解
決
を

図
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、防
止
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

▽
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
配
置
な

ど
に
よ
り
、
個
別
の
配
慮
や
支
援
を

要
す
る
児
童
生
徒
へ
の
指
導
体
制
を

推
進
し
ま
す
。

▽
春
日
中
学
校
区
を
モ
デ
ル
地
区
と

し
た「
15
年
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
体
制
」

を
構
築
し
、
子
育
て
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
ま

す
。

▽
小
・
中
学
校
の
天
井
や
照
明
器
具
な

ど
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、小
・

中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。

▽
教
育
総
合
会
議
を
招
集
し
、
今
後
の

本
市
の
教
育
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
し
、
教
育
大
綱
を
策
定
し
ま

す
。

【
社
会
教
育
の
推
進
】

▽
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
活
動
な
ど
を
奨

励
し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
子
ど
も
を
育
む
教
育
基
盤

形
成
に
努
め
ま
す
。

▽
社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
動
を
支
援

し
、
地
域
活
動
の
活
性
化
や
、
学
習

を
通
じ
て
得
た
学
び
を
地
域
に
還
元

す
る「
学
び
の
循
環
」を
目
指
し
ま
す
。

▽
移
動
図
書
館
車
に
つ
い
て
は
、
本
年

４
月
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
２
カ
所
増

設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
車
両

更
新
を
行
い
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図

り
ま
す
。

▽
第
２
次
春
日
市
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
計
画
に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
が

読
書
に
親
し
め
る
活
動
を
よ
り
推
進

し
ま
す
。

【
文
化
の
振
興
】

▽
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し

て
、
文
化
芸
術
と
の
出
会
い
、
学
び

の
場
を
提
供
し
ま
す
。

▽
市
民
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
文
化
芸

術
事
業
を
一
層
充
実
さ
せ
、
文
化
振
興

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

【
文
化
財
の
保
存
・
活
用
】

▽
市
内
各
地
に
点
在
す
る
古
代
の
貴
重

な
遺
跡
を
、
市
民
の
か
け
が
え
の
な

い
財
産
と
し
て
保
存
・
整
備
し
継
承

し
ま
す
。

▽
近
隣
市
町
と
連
携
を
図
り「
水
城
・

大
野
城
・
基き

い肄
城
１
３
５
０
年
事
業
」

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の
水

城
跡
に
つ
い
て
は
保
存
管
理
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

▽
文
化
財
に
親
し
み
、
ま
ち
へ
の
誇
り

を
育
め
る
よ
う
、
奴
国
の
丘
フ
ェ
ス

タ
な
ど
、
市
民
と
と
も
に
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
の
振
興
】

▽
市
民
一
人
一
人
が
自
主
的
、
主
体
的

に
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。
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▽
多
様
化
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
拠
点
と
な
る
よ

う
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
建

設
工
事
を
進
め
ま
す
。

 

快
適
な
都
市
整
備

【
良
好
な
住
環
境
の
確
保
】

▽
春
日
市
地
区
街
づ
く
り
条
例
や「
改

訂　

春
日
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」に
基
づ
く
、
魅
力
と
活
力
に

あ
ふ
れ
る
良
質
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

▽
土
地
の
面
積
や
境
界
を
明
確
に
す
る

た
め
、
春
日
原
東
町
地
区
の
地
籍
調

査
を
完
了
し
、
新
た
に
千
歳
町
地
区

の
調
査
に
着
手
し
ま
す
。

▽
市
営
若
草
住
宅
の
２
棟
目
の
建
設
工

事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
欽
修
市

営
住
宅
の
建
て
替
え
に
係
る
基
本
設

計
に
着
手
し
ま
す
。

▽
人
口
な
ど
の
社
会
的
要
因
の
変
化
や

団
地
ご
と
の
建
て
替
え
計
画
を
検
証

し
、
春
日
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

【
交
通
体
系
の
整
備
】

▽
県
事
業
那
珂
川
宇
美
線
整
備
事
業
の

下
白
水
工
区
に
つ
い
て
、
今
年
度
事

業
完
了
に
向
け
県
と
連
携
し
て
取
り

組
み
、
泉
入
口
交
差
点
か
ら
西
側
の

整
備
の
着
手
に
向
け
、
県
に
要
望
し

ま
す
。

▽
福
岡
都
市
計
画
道
路
長
浜
太
宰
府
線

の
須
玖
北
工
区
の
早
期
事
業
着
手
に

つ
い
て
県
と
協
議
し
ま
す
。

▽
一
般
市
道
を
快
適
に
通
行
で
き
る
よ
う

道
路
改
良
や
雨
水
排
水
能
力
の
向
上
、

歩
行
者
な
ど
の
安
全
な
通
行
の
た
め

の
側
溝
や
歩
道
整
備
に
努
め
ま
す
。

▽
県
の
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
連
続
立
体

交
差
事
業
の
平
成
33
年
度
完
成
を
目

指
す
と
と
も
に
、
西
鉄
春
日
原
駅
周

辺
整
備
事
業
を
推
進
し
、
都
市
機
能

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▽
交
通
安
全
の
た
め
、
ゾ
ー
ン
30
の
推

進
や
、
通
学
路
安
全
点
検
調
査
の
実

施
、
自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
の
取
り
組
み
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
昨
年
度
実
施
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス「
や
よ
い
」の
ル
ー
ト
の
見
直
し

に
よ
る
効
果
を
検
証
し
、
便
利
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
目
指
し
ま
す
。

【
憩
い
の
空
間
整
備
】

▽
各
地
区
公
園
の
遊
具
と
施
設
の
安
全

な
維
持
管
理
に
努
め
、
併
せ
て
公
園

愛
護
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

▽
市
内
で
は
、
白
水
大
池
公
園
や
大
牟

田
池
自
然
公
園
の
み
に
残
さ
れ
た
ア

カ
マ
ツ
の
自
然
植
生
林
の
保
全
に
努

め
ま
す
。

【
防
災
体
制
の
充
実
】

▽「
自
助
」、「
共
助
」、「
公
助
」の
適
切

な
関
係
を
構
築
し
、「
防
災
協
働
社

会
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

▽
自
主
防
災
組
織
へ
の
積
極
的
な
支
援

や
、
消
防
団
活
動
の
充
実
を
図
り
、
関

係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。

【
上
下
水
道
の
維
持
・
保
全
】

▽
今
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
、
ふ

れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
駐
車
場

地
下
に
雨
水
貯
留
施
設
を
整
備
し
ま

す
。

▽
小
倉
第
１
雨
水
幹
線
な
ど
の
改
修
を

行
い
、
北
部
地
区
の
浸
水
被
害
の
軽

減
に
努
め
ま
す
。

▽
水
利
組
合
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
市

内
５
カ
所
の
た
め
池
の
水
位
調
整
を

行
い
、
豪
雨
時
の
流
出
抑
制
を
図
り

ま
す
。

 

行
財
政
改
革
の
推
進

【
組
織
力
の
向
上
】

▽
市
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
す
る
な
ど
、
市
民
の
声
を
反
映

し
な
が
ら
、
第
５
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

▽
職
員
採
用
を
通
し
て
優
秀
な
人
材
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
人
事
評

価
や
職
員
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、
職

員
の
育
成
と
活
力
あ
る
組
織
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

▽
市
報
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ

た
情
報
発
信
な
ど
に
努
め
ま
す
。

▽
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
す
る
た

め
、
本
市
の
住
み
よ
さ
を
紹
介
す
る

「
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
」を
作
成
し
ま
す
。

▽
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
）へ
の
円
滑
な
対
応
を

行
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業

務
の
効
率
化
に
努
め
ま
す
。

【
経
営
資
源
の
有
効
な
活
用
】

▽
財
政
健
全
化
判
断
比
率
４
指
標
の
適

正
な
数
値
を
維
持
し
、
健
全
財
政
の

堅
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
財
政

改
革
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

▽
市
税
徴
収
の
一
層
の
強
化
を
図
り
、

財
源
確
保
と
税
負
担
の
公
平
性
を
維

持
す
る
と
と
も
に
、
生
活
再
建
を
視

野
に
入
れ
た
滞
納
整
理
を
行
い
ま

す
。

※
市
報
に
は
概
略
の
み
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
全
文
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://w
w
w
.city.kasuga.

fukuoka.jp/

）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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社
会
人
も
学
生
も
、よ
り
受
験
し
や
す
い

　　　　　　　　　申込・問い合わせ先　総務課人事担当　☎（584）1111　F（584）1145
　　　　　 jinjihosi@city.kasuga.fukuoka.jp　 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

第
１
次
試
験
日  
９
月
20
日
㈰

試
験
会
場　
西
南
学
院
大
学（
福
岡
市
早
良
区
西に

し
じ
ん新
６
ー

２
ー
92
）

試
験
の
概
要（
年
齢
は
平
成
28
年
３
月
末
現
在
の
も
の
）

▽
一
般
事
務　
専
門
試
験
の
実
施
な
し
。
教
養
試
験
は
高

校
卒
程
度
の
内
容
。
31
歳
ま
で
受
験
可
。

▽
土
木　
教
養
試
験
の
実
施
な
し
。
専
門
試
験
は
高
校
卒

程
度
の
内
容
。
35
歳
ま
で
受
験
可
。

▽
保
健
師　
教
養
試
験
の
実
施
な
し
。31
歳
ま
で
受
験
可
。

申
込
方
法　
７
月
27
日
㈪
〜
８
月
14
日
㈮（
当
日
消
印
有

効
）に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接

窓
口
か
郵
送
で
提
出
す
る

※
窓
口
に
提
出
す
る
場
合
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
配
布
場
所　
総
務
課（
市
役
所
５
階
）、
西
出
張
所

（
昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）、
図
書

館
・
社
会
教
育
課
・
文
化
振
興
課（
大
谷
６
ー
24

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）、
文
化
財
課（
岡
本

３
ー
57
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
内
）

※
申
込
書
は
、
郵
便
で
の
請
求
や
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
の
入
手
も
で
き
ま
す
。
郵
便
請
求
の
場
合
は
、
封
筒

の
表
に「
申
込
書
請
求
」と
朱
書
き
し
、
１
４
０
円
切
手

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒（
角
２
号
・
宛
先
明
記
）を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
総
務
課
人
事
担
当（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市

役
所
）

試験区分 受験資格 採用予定人数
一般事務Ａ 昭和59年4月2日から平成7年4月1日までに生まれた人 4人
一般事務Ｂ 平成7年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた人 １人
一般事務Ｃ

（身体障がい者対象）
身体障害者手帳の交付を受けている人で、昭和59年4月2日から平
成10年4月1日までに生まれた人 １人

土木 昭和55年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた人 2人

保健師 昭和59年4月2日以降に生まれた人で、保健師および看護師の資格
を有する人、または平成28年3月31日までに資格を取得見込みの人 １人

　市職員から「生」の話を聞いてみませんか。この説明会では、市長自ら皆さんにメッセージ
を送り、質疑応答も行う予定です。ぜひ気軽に申し込んでください。
日時　8月4日㈫　午後2時〜3時30分（開場：午後1時30分）
場所　市役所２階大会議室
内容　市長からのメッセージ、若手職員による座談会、採用試験の特徴の説明、庁舎見学な

ど
定員　125人（申込先着順）
申込方法　Ｅメールで件名に「採用説明会参加申込み」と記入し、氏名（ふりがな）を送る
※説明会への参加の有無は、採用選考に一切影響しません。

採用説明会を開催します

職員との個別面談で、職場の雰囲気を事前に体感できます「春日市Ｆ•Ｉ•Ｔ」
　春日市Ｆ•Ｉ•Ｔとは、春日市フ

（ F ）
ァン・育

（ I ）
成・チ

（ T ）
ームの略です。若手から中堅の職員で構成し、

市役所で個別に面談して、職員の仕事内容や市の魅力などを説明します（複数人での申込可）。
対象　市職員（正規職員）として就職することに興味がある人（家族など本人以外は除く）
期間　8月21日㈮まで
場所　市役所（その他市の施設で実施する場合あり）
申込方法　Ｅメールで氏名、年齢、性別、電話番号、在籍中の学校や勤務先、面談希望日程、

面談する職員の条件（職場や職種など希望があれば）、特に聞いてみたい項目を送る
※後日、春日市Ｆ•Ｉ•Ｔのメンバーから電話で連絡します。日時や場所を調整してください。
注意点
▷面談は１人１回のみ、30分〜１時間程度です。
▷採用試験の内容に関する質問には答えられません。
▷職員の業務の都合などで、面談を断る場合があります。
▷面談への参加の有無は、採用選考に一切影響しません。

平
成
27
年
度
春
日
市
職
員
採
用
試
験

平
成
27
年
度
春
日
市
職
員
採
用
試
験

平
成
27
年
度
春
日
市
職
員
採
用
試
験

平
成
27
年
度
春
日
市
職
員
採
用
試
験
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　平成27年６月１日から、道路交通法の改正に伴い、自転車運転中に危険なルール違反を繰
り返すと、自転車運転者講習を受けなければならなくなりました。自転車運転に関する正し
い知識を身に付け、安全に運転しましょう。

問い合わせ先　安全安心課防犯安全担当　☎（584）1111　F（584）1143

講習制度の流れ
　3年間に2回以上自転車運転中の危険行為で摘発されると、交通の危険を防止するため、都
道府県公安委員会から、講習を受けるように命令されます。
講習受講について
講習時間　3時間
講習手数料　5700円（標準額）
※受講命令に違反した場合は、5万円以下の罰金に処せられます。

■自転車運転者講習の対象となる危険行為

その他にも…
▷通行禁止違反　▷交差点安全進行義務違反など　▷歩行者用道路における車両の義務違反（徐行違反）
▷交差点優先車妨害など　▷通行区分違反　▷環状交差点安全進行義務違反など　▷路側帯通行時の歩
行者の通行妨害　▷安全運転義務違反
などの危険行為があります。このような危険行為を行わないよう、気を付けましょう。

信号無視 遮断踏切立ち入り 指定場所一時不停止など

歩道通行時の通行方法違反
制動装置（ブレーキ）
不良自転車運転 酒酔い運転

自転車運転者講習制度が始まりました！
自転車運転者講習制度が始まりました！
自転車運転者講習制度が始まりました！自転車運転者講習制度が始まりました！

市 報 か す が
平成27年7月15日7
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市
は
、
防
犯
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

子
育
て
情
報
な
ど
の
行
政
情
報
を
、

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ

配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
登
録
は
無
料
で
す
が
、
メ
ー
ル
の
受
信
に

は
所
定
の
通
信
費
が
掛
か
り
ま
す
。

対
象　
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
電
子

メ
ー
ル
の
送
受
信
が
で
き
る
人

配
信
情
報　
次
の
11
種
類
の
情
報
の
中
で
希

望
す
る
情
報（
複
数
選
択
可
）

①
防
犯･

防
災
、
そ
の
他
緊
急
お
知
ら
せ
情

報
②
ま
ち
づ
く
り
情
報（
自
治
会
・
市
民
活
動

な
ど
）

③
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
情
報

④
イ
ベ
ン
ト
情
報（
ス
ポ
ー
ツ･

そ
の
他
行

事
）

⑤
生
活
・
環
境
情
報（
生
活
情
報
・
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
）

⑥
福
祉
情
報（
高
齢･

介
護･

障
が
い･
母
子
な

ど
）

⑦
健
康
情
報（
健
康
増
進･

各
種
予
防
な
ど
）

⑧
生
涯
学
習
情
報（
図
書
館
情
報･

講
座･

講

習
会
な
ど
）

⑨
子
育
て
情
報（
乳
幼
児･

未
就
学
児･

小
中

学
生
な
ど
）

⑩
都
市
情
報（
道
路
・
下
水
な
ど
の
測
量
調

査
や
工
事
な
ど
）

⑪
上
記
以
外
の
行
政
情
報（
議
会･

選
挙
な

ど
）

全
登
録
者
に
配
信
す
る
場
合

▽
災
害
発
生
時
な
ど
、市
民
の
生
命
、身
体
、

財
産
な
ど
の
保
護
に
必
要
な
と
き

▽
幼
児
・
児
童
、
高
齢
者
な
ど
が
行
方
不
明

に
な
り
、
広
く
市
民
に
情
報
提
供
を
呼
び

掛
け
る
と
き

▽
そ
の
他
配
信
管
理
者
が
必
要
で
あ
る
と
認

め
る
と
き

登
録
方
法

①
携
帯
電
話
な
ど
で
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
サ
ー

ビ
ス
を
設
定
し
て
い
る
場
合
は
、
パ
ソ

コ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る
設

定
に
変
更
す
る（
ド
メ
イ
ン
指
定
受
信
を

設
定
す
る
場
合
の
ド
メ
イ
ン
は「ansin-

anzen.jp

」）。

②
次
の
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（ksg-c@

ansin-anzen.jp

）に
空
メ
ー
ル（
本
文

を
記
入
し
な
い
）を
送
信
す
る
。
二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
対
象
機
種
の
場
合

は
、
次
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、

メ
ー
ル
送
信
画
面
が
表

示
さ
れ
る
の
で
そ
の
ま

ま
送
信
す
る（
本
文
の

記
入
は
不
要
）。 

③
空
メ
ー
ル
送
信
後
、
す
ぐ
に
返
信
さ
れ
る

メ
ー
ル
に
記
載
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク

し
、
登
録
画
面
を
表
示
す
る
。
そ
の
画
面

の
指
示
に
従
い
必
要
事
項
を
入
力
し
、
登

録
を
完
了
す
る
。

※
数
分
た
っ
て
も
返
信
メ
ー
ル
が
届
か
な
い

場
合
は
、
迷
惑
メ
ー
ル
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
迷
惑

メ
ー
ル
設
定
を
解
除
し
て
、
再
度
空
メ
ー

ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

「春日市総合情報メール」登録案内
地域づくり課 地域づくり担当　☎（584）1111　F（584）1153

地
籍
調
査
と
は
、
土
地
の
正
し
い

境
界
や
位
置
、
形
状
、
面
積
な

ど
を
明
確
に
し
、
地
図
を
作
成
す
る
も

の
で
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、
千
歳
町
１
丁
目
か

ら
３
丁
目
を
調
査
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
調
査
開
始
前
に
土
地
の
所
有

者
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
予
定
）

▽
８
月
末　
地
元
説
明
会

▽
９
〜
12
月　
地
籍
調
査
、
現
地
立
会

国土調査（地籍調査）を実施します
用地課 地籍調査担当　☎（584）1111　F（584）1143

地区トーク ８月上旬の日程
　よりよい春日のまちづくりを目指すため、
市長が各地区公民館を訪問し、市民の皆さん
と意見交換を行います。気軽に参加してくだ
さい。
日程・会場
▷8月5日㈬　下白水北地区公民館
▷8月6日㈭　ちくし台地区公民館
時間　午後７時〜８時30分
問い合わせ先　行政管理課企画担当

☎（584）1111　F（584）1145

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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■70〜74歳の窓口負担割合の判定方法 市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人（
国
保
被
保

険
者
）で
、
70
歳
以
上
の
人
に
は
、

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す
。

　
医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
に
高

齢
受
給
者
証
と
保
険
証
を
併
せ
て

提
示
す
る
と
、
３
割
の
自
己
負
担

が
高
齢
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
た

割
合
に
変
わ
り
ま
す
。

　
現
在
交
付
し
て
い
る
高
齢
受
給

者
証
は
、
７
月
31
日
㈮
ま
で
し
か

使
え
ま
せ
ん
。
８
月
１
日
㈯
か
ら

は
、
７
月
下
旬
に
郵
送
す
る
、
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
割
合
の
判
定
に
つ
い
て

　
高
齢
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
た

自
己
負
担
割
合
は
、
所
得
と
収
入

に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

　

８
月
以
降
の
自
己
負
担
割
合

は
、
平
成
26
年
中
の
所
得
と
収
入

に
応
じ
て
判
定
し
ま
す
。

判
定
対
象
者　
同
一
世
帯
に
い
る

70
〜
74
歳
の
国
保
被
保
険

者

▽
１
割
負
担

判
定
対
象
者
全
員
の
市
民
税
課

税
所
得
が
１
４
５
万
円
未
満

で
、
誕
生
日
が
昭
和
19
年
４
月

１
日
以
前
の
人

▽
２
割
負
担

判
定
対
象
者
全
員
の
市
民
税
課

税
所
得
が
１
４
５
万
円
未
満

で
、
誕
生
日
が
昭
和
19
年
４
月

２
日
以
降
の
人

▽
３
割
負
担

判
定
対
象
者
の
中
に
市
民
税
課

税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の

人
が
い
る
場
合

※
申
請
に
よ
り
、
１
割
か
２
割
負

担
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

（
左
図
参
照
）。
申
請
が
必
要
な

対
象
者
に
は
申
請
書
を
郵
送
し

ま
す
。

高齢受給者証を郵送します
国保年金課 国保担当　☎（584）1111　F（584）1141

「限度額適用認定証」と「限度額適用・標準負担額減額認定証」の更新

　市の国保被保険者が交付を受けることができる
「限度額適用認定証」と「限度額適用・標準負担額減
額認定証」（以下「認定証」）は、1カ月の医療費の限
度額と市民税非課税世帯の入院時の食事代の減額区
分を証明するものです。
　認定証を医療機関に提示することで、その医療機関
窓口での支払いを限度額まで抑えることができます。
　現在交付している認定証の有効期限は7月31日㈮
です。更新を希望する人は、7月21日㈫以降に申請
してください。
交付条件　世帯主と加入者が平成26年中の所得に

ついて申告していること、または扶養家族とし
て申告されていることが公簿などで確認できる
こと

※国民健康保険税を滞納している場合は、交付を受
けられないことがあります。
申請に必要なもの　国民健康保険被保険者証、印鑑
※平成27年１月２日以降に転入した人は、別途、

証明書などが必要な場合があります。
申請・問い合わせ先　国保年金課国保担当（市役所

１階）
☎（584）1111　F（584）1141

平成26年中の収入合計
が、旧国保被保険者※3と
合わせて520万円未満

70～74歳の国保加入者
の基礎控除後の総所得金
額等の合計が、210万円
以上ある

平成27年1月2日以降に
70歳になった国保加入
者がいる

70～74歳の国保加入者
の平成26年中の収入合
計が、383万円（複数※2
の場合520万円）未満

はいいいえ

７０～７４歳の国保加入者の中で、平成２７年度市県民税課税
所得が145万円以上※１の人がいる

１割または２割 ３割

はい いいえ

いいえ

いいえ

はい
(要申請)いいえ

はい
(要申請)

はい

※1　地方税法上の各種所得控除後の所得（市県民税の所得控除額は所得税
の各種所得控除額とは異なる）です。ただし、前年（1〜7月までの場合
は前々年）の12月31日現在において世帯主（擬主を含む）であって、同
一世帯に合計所得が38万円以下である19歳未満の被保険者がいた場
合は、各種控除後の所得金額から、さらに調整のための控除を行います。

※2　同じ世帯に70〜74歳の国保加入者が複数いる場合は、その人たち全員
の収入が対象です。

※3　国保から後期高齢者医療制度へ保険が移った人です。ただし、その後
国保上の世帯主の変更や国保加入者の資格喪失などで国保の世帯構成
が変更された人は含みません。
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西
鉄
天
神
大
牟
田
線
連
続
立
体
交
差
事
業

（
県
事
業
）の
、
春
日
原
駅
部
の
本
格
的
な

工
事
の
た
め
、
春
日
原
１
号
踏
切（
春
日
原
駅
南

側
）を
移
設
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
や
よ
い
の
バ
ス
停
も
移
設
し
ま
す
。

　
７
月
24
日
㈮
終
電
通
過
後
に
、
現
在
の
踏
切
の

移
設
工
事
を
行
い
、
翌
25
日
㈯
の
早
朝
か
ら
新
し

い
踏
切
に
切
り
替
え
ま
す
。

　
ま
た
、７
月
25
日
運
行
分
か
ら
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
や
よ
い「
西
鉄
春
日
原
駅
バ
ス
停
」の
線
路
側

バ
ス
停
を
、
駅
方
向
に
移
設
し
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
踏
切
移
設
に
関
す
る
こ
と

県
那
珂
県
土
整
備
事
務
所
都
市
施
設
整
備
課
高

架
係

☎（
５
１
３
）５
５
７
０

F（
５
１
３
）５
６
０
６

▽
バ
ス
停
移
設
に
関
す
る

こ
と

市
都
市
計
画
課
計
画
担

当☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
３

西鉄春日原駅南側の踏切とバス停を移設
道路管理課 街路担当　☎（584）1111　F（584）1143

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
み
ん
な
で
交

通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

重
点
目
標

▽
飲
酒
運
転
の
撲
滅

　

運
転
手
の
飲
酒
は
、「
絶
対
に
し
な

い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」こ
と
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　
飲
酒
を
伴
う
会
合
な
ど
に
は
自
家
用

車
を
使
用
せ
ず
、
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
、

電
車
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

道
路
を
横
断
す
る
際
は
、「
必
ず
止

ま
っ
て
、
左
右
を
よ
く
見
て
、
車
の
通

過
や
停
止
を
待
っ
て
渡
る
」こ
と
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

明
る
い
服
装
や
反
射
材
用
品
を
着
用

し
、
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
早
め
の
ラ

イ
ト
点
灯
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
自
転
車
の
安
全

利
用
の
推
進

　

路
側
帯
を
通

行
す
る
と
き
は
、

道
路
の
左
側
に

設
け
ら
れ
た
部

分
を
通
り
、
歩

行
者
の
通
行
を

妨
げ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

７月10日〜19日　夏の交通安全県民運動実施中
安全安心課 防犯安全担当　☎（584）1111　F（584）1143

春日市 大野城市 那珂川町
発生件数 378件 280件 137件
負傷者数 485人 371人 177人
自転車 83件 51件 26件

高齢者（65歳以上） 101人 85人 43人

■春日署管内交通事故発生件数（平成27年1月〜5月末）

西鉄
春日原駅

現踏切 新踏切

新バス停 現バス停

至 天神 至 大牟田

急募します！国勢調査員
　今年の10月に実施される国勢調査に従事する
調査員が不足しています。随時募集していますの
で、ぜひご協力お願いします。
仕事内容　受け持ち地域内の全世帯（50〜100世

帯程度）を訪問し、調査についての説明、調
査票の配布・回収など

任命期間　8月25日〜10月24日
報酬　3万5000円〜7万円程度（担当調査区数、

世帯数などで変更あり）
対象　20歳以上で税務、警察、選挙に直接関係

がなく、暴力団員その他反社会的勢力に該当
せず、調査で知り得た秘密の保護を厳守でき
る人

募集人数　50人程度
応募方法　平日の午前8時30分〜午後5時に、地

域づくり課（市役所4階）で「平成27年国勢調
査　調査員登録申込書」を記入し、提出する

※受付時間内に市役所に来ることができない人
は、電話で相談してください。
応募・問い合わせ先　地域づくり課商工農政担当

（市役所4階）
※定員に達しても辞退者が出たときのた

めに、交代要員としての登録を随時受
け付けます。

☎（584）1111　F（584）1153

指導員のサポートがあるので
初めてでも安心です！

今回はインターネットでの回答や調査
票の郵送提出ができます！

北
東

西
南
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経
済
的
理
由
な
ど
で
国

民
年
金
保
険
料
の
支

払
い
が
困
難
な
場
合
、
申
請

し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
保
険

料
の
免
除
や
若
年
者
納
付
猶

予（
30
歳
未
満
が
対
象
）が
適

用
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

免
除
・
猶
予
の
期
間
は
、

７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で

す
。
６
月
ま
で
免
除
・
猶
予

さ
れ
て
い
た
人
で
引
き
続
き

制
度
の
適
用
を
希
望
す
る
人

は
、
７
月
以
降
、
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
前
年
度
の
申
請
時
に
継
続

審
査
を
併
せ
て
希
望
し
て
い

た
人
で
、
免
除
・
納
付
猶
予

承
認
書
に「
継
続
審
査
申
出

受
付
済
」と
記
載
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
新
た
な
申
請
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
納
付
を
猶
予
す
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」を
受

け
る
に
は
、
毎
年
申
請
が
必

要
で
す（
４
月
受
付
開
始
）。

申
請
に
必
要
な
も
の　
年
金

手
帳
、
印
鑑（
本
人

が
手
続
き
を
す
る
場

合
は
不
要
）、
学
生

は
学
生
証
か
在
学
証

明
書

※
離
職
日
が
平
成
25
年
12
月

31
日
以
降
で
、
失
業
を
理

由
と
し
て
申
請
す
る
場
合

は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
か
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
な
ど
が
必
要
で

す
。

保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

　
免
除・若
年
者
納
付
猶
予・

学
生
納
付
特
例
の
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料

を
後
か
ら
納
付（
追
納
）す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料

を
追
納
し
た
場
合
は
、
老
齢

基
礎
年
金
額
は
減
額
さ
れ
ま

せ
ん
。

　
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た

年
度
の
翌
々
年
度
を
越
え
て

追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の

保
険
料
に
加
算
金
が
付
き
ま

す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
南
福
岡
年
金
事
務
所

☎（
５
５
２
）６
１
２
８

F（
５
４
１
）７
６
４
９

▽
市
国
保
年
金
課
年
金
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
１

国民年金保険料「免除」、「若年者納付猶予」の受け付けを開始します
国保年金課 年金担当　☎（584）1111　F（584）1141

農
耕
作
業
用
小
型
特
殊
自
動

車（
ト
ラ
ク
タ
や
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
）も
、
軽
自
動
車
税
の

課
税
対
象
で
す
。
農
耕
作
業
用
小

型
特
殊
自
動
車
を
持
っ
て
い
て
標

識
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

は
、
市
役
所
で
登
録
の
手
続
き
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
ハ
ン
ド
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
、
乗
用
装
置
が
装
備
さ
れ
て
い

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
登
録
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

登
録
に
必
要
な
書
類　
来
庁
す
る

人
の
身
分
証
明
書
、
登
録

者
の
印
鑑
、
登
録
す
る
車

両
の
車
台
番
号
と
総
排
気

量（
定
格
出
力
）が
分
か
る

書
類

登
録
先　

税
務
課
市
民
税
担
当

（
市
役
所
１
階
）

農耕作業用小型特殊自動車を登録しましょう
税務課 市民税担当　☎（584）1111　F（584）1141

免除・猶予の名称 平成27年度保険料
（定額1万5590円）

免除・猶予期間の
年金受給額

所得審査

所得基準 審査
対象

全額免除 0円 全額納付した場合の2分の1

審査対象者それぞれの前年所得が57万円＋扶養親
族の数×35万円以下
・4人世帯（夫婦と子2人）の場合、162万円以下
・2人世帯（夫婦）の場合、92万円以下
・単身世帯の場合、57万円以下 本人

配偶者
世帯主

4分の3免除 3900円 全額納付した場合の8分の5 審査対象者それぞれの前年所得が78万円＋扶養親
族の数×38万円＋各種控除額など以下

半額免除 7800円 全額納付した場合の4分の3 審査対象者それぞれの前年所得が118万円＋扶養
親族の数×38万円＋各種控除額など以下

4分の1免除 1万1690円 全額納付した場合の8分の7 審査対象者それぞれの前年所得が158万円＋扶養
親族の数×38万円＋各種控除額など以下

若年者納付猶予
（30歳未満が対象） 0円

年金額として計算されない
全額免除と同じ基準 本人

配偶者
学生納付特例 0円 半額免除と同じ基準 本人

■国民年金保険料免除・猶予一覧（平成27年度）

※４分の３、半額、４分の１免除では、免除になった額の残りの保険料（上表参照）を納めなければ、未納の場合と同じ扱いになります。
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応募資格・表彰内容
▷一般の部（プロ、アマ、年齢、市内外を問わない）

最優秀賞1点（賞金2万円）、優秀賞2点（賞金1万円）、
佳作3点（記念品）

▷子どもの部（小学1〜6年生の児童）
春日市長賞、春日市議会議長賞、春日市教育長賞各
1点、春日市民祭り振興会長賞2点

出展数　1人1点まで（グループでの申込不可）
作品の規格
▷春日奴国あんどん祭りにふさわしい作品
▷サイズは高さ80cm以内、幅30cm以内、奥行き

30cm以内、重さ３kg以内
▷素材は木材、竹、紙、針金などの骨組みの作品（陶

磁器やガラスなどの割れ物は不可）
▷照明は白熱球かＬＥＤで照度は10〜20ｗ相当（約２ｍ

の電気コードと差し込みプラグがついていること）
作品の展示　10月17日㈯〜18日㈰
展示会場　県営春日公園（原町３ー１ー４）
応募方法　9月30日㈬（消印有効）までに、市民祭り振

興会に郵送、ファックス、直接窓口のいずれかで
応募用紙を提出する

※応募用紙は、市民祭り振興会、地域づくり課（市役所
４階）、ふれあい文化センター（大谷６ー 24）、いきい
きプラザ（昇町１ｰ１２０）の各窓口にあります。また、
あんどん祭りウェブサイトからも入手できます。

作品提出方法　10月５日㈪〜14日㈬の平日の午前９時
30分〜午後４時までに、直接搬入（要事前連絡）す

るか配送搬入（送料は元払い）する
作品引き取り期間　10月20日㈫〜30日㈮の平日午前

９時30分〜午後４時
留意点
▷入賞作品は主催者に寄付していただき、次回の祭り

などで展示します。
▷出展作品の写真などを主催者のウェブサイトや印刷物

などで公開します。
▷作品管理に関しては万全を期しますが、万一破損した

場合はご容赦ください。
申込・問い合わせ先　春日市民祭り振興会（伯玄町2ｰ

24春日市商工会館２階） 
☎（581）1407　F（575）0702 

http://www.andonmatsuri.com/

 第39回春日奴国あんどん祭り
手づくりあんどんアートコンテスト出展作品募集

第39回春日奴国あんどん祭り記念グッズ販売
　市民祭りを市民の皆さんに周知し、祭りに参加して
もらうために今年もオリジナルタオルを製作・販売し
ます。売り上げは祭りの運
営に充てられます。
　協賛としてぜひ購入してく
ださい。
販売グッズ　オリジナル洋

タオル（85㎝×36㎝） 
価格　300円

自己新記録を目指して

第 44回春日市水泳大会
　6月14日、市温水プールで、「第44回春日市水泳大会」（春日市・市教育
委員会・市体育協会主催、市水泳連盟主管）が行われました。
　小学校2年生から77歳までの176人が参加し、年齢・性別ごとに自由形
や平泳ぎ、バタフライ、背泳ぎ、リレーなどの各種目で記録を競い合いま
した。
　同大会は、第58回福岡県民体育大会夏季大会への出場選考も兼ねており、選手たちは自分の力を十分に発揮しよ
うと、精一杯泳ぎました。
　なお、大会の詳しい結果は、市ウェブサイト（http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/）を見るか、市体育協会に問
い合わせてください。

△男子混合100mリレー
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イ
ベ
ン
ト

遊
び
に
お
い
で
！

夏
の
ふ
れ
あ
い
体
験
王
国

　
工
作
や
昔
遊
び
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
を
提
供
す
る「
夏
の
ふ
れ
あ

い
体
験
王
国
」を
開
催
し
ま
す
。
家
族

や
友
だ
ち
と
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
、
１
０
０
円
で

全
て
の
体
験
が
で
き
ま
す（
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
は
１
人
２
個
ま
で
）。

　
詳
し
く
は
、
小
学
校
配
布
の
チ
ラ
シ

で
確
認
す
る
か
、
市
社
会
教
育
課
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
子
ど
も（
幼
児
〜
小
学
生
）と
そ

の
保
護
者

日
時　
８
月
２
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
24
） 

内
容　
竹
細
工
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、

紙
細
工
、
箸
り
ん
ぴ
っ
く
、
昔

あ
そ
び

※
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
よ
っ
て
は
、
保
護

者
が
同
伴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
材
料
の
数
に
限
り
が
あ
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

※
当
日
は
、
大
谷
小
学
校
を
臨
時
駐
車

場
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
駐
車
場
減
少
の
た
め
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
課

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

夏
休
み
春
日
子
ど
も
教
室

　
小
学
４
〜
６
年
生
が
対
象
で
す
。

○「
あ
ん
ど
ん
」作
り
に
挑
戦
し
よ
う

　
春
日
奴
国
あ
ん
ど
ん
祭
り
に
向
け

て
自
分
の「
あ
ん
ど
ん
」を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
程
・
会
場

８
月
９
日
㈰

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館
２
階

実
習
室
Ｂ（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費　
２
０
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　
あ
ん
ど
ん
に
描

き
た
い
下
絵
、
絵
の
具
道
具

○「
習
字
教
室
」募
集（
全
２
回
）

　
習
字
作
品
を
作
り
ま
す
。

日
程
・
会
場

▽
第
１
回

７
月
23
日
㈭

同
セ
ン
タ
ー
旧
館
２
階
学
習
室
３

▽
第
２
回

７
月
30
日
㈭

同
セ
ン
タ
ー
旧
館
１
階
学
習
室
１

参
加
費　
１
５
０
０
円（
２
回
分
）

○「
こ
う
ひ
つ
教
室
」募
集（
全
２
回
）

　
硬
筆
を
学
び
ま
す
。

日
程
・
会
場

▽
第
１
回

７
月
31
日
㈮

同
セ
ン
タ
ー
旧
館
２
階
学
習
室
３

▽
第
２
回

８
月
７
日
㈮

同
セ
ン
タ
ー
旧
館
２
階
学
習
室
２

参
加
費　
１
５
０
０
円（
２
回
分
）

時
間　
午
後
１
〜
３
時
30
分

定
員　
各
10
人

申
込
方
法　
７
月
20
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参
加
を
希

望
す
る
教
室
名
、氏
名
、学
年
、

連
絡
先
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

☎
０
８
０（
５
２
０
３
）８
０
７
６

F（
５
８
２
）１
６
５
８

大
刀
洗
の
地
か
ら
学
ぶ
平
和
と
人
権

バ
ス
ハ
イ
ク
参
加
者
募
集

　
戦
前
、
大た
ち
あ
ら
い

刀
洗
周
辺（
現
筑
前
町
）に

は
、
東
洋
一
と
言
わ
れ
た
旧
陸
軍
の
飛

行
場
が
あ
り
、
特
攻
隊
の
中
継
基
地
と

し
て
発
展
し
、
米
軍
の
大
空
襲
を
受
け

る
な
ど
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま

し
た
。

　

戦
後
70
年
の
今
も
平
和
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
続
け
て
い
る
大
刀
洗

平
和
記
念
館
な
ど
を
巡
り
、
平
和
と
命

の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
小
・
中
学
生

と
そ
の
保
護
者

日
時　
８
月
20
日
㈭（
雨
天
決
行
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
集
合：

午
前
８
時
45
分
）

※
市
役
所
玄
関
前
に
集
合
で
す
。

行
き
先　
大
刀
洗
平
和
記
念
館
、
頓
田

の
森
な
ど
大
刀
洗
周
辺
戦
跡

参
加
費（
記
念
館
見
学
代
）

▽
子
ど
も　
２
０
０
円

▽
大
人　
４
０
０
円

※
昼
食
は
実
費
負
担
で
、「
み
な
み
の

里
」で
食
べ
ま
す
。

定
員　
30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　
７
月
29
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

参
加
者
全
員
分
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る（
１

回
の
応
募
で
４
人
ま
で
応
募

可
）

※
往
復
ハ
ガ
キ
で
応
募
す
る
場
合
は
、

往
信
裏
面
に
参
加
者
全
員
分
の
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
、
代
表
者
名
を
記

入
し
、
往
信
表
面
に
は
宛
先
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い（
返
信
面
に
は
一
切

記
入
し
な
い
）。

※
抽
選
後
、
８
月
７
日
㈮
ま
で
に
、
申

込
方
法
と
同
様
の
方
法
で
当
落
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策

課
人
権
男
女
共
同
参
画
担
当

（
〒
816
ー
０
８
０
６
光
町
１
ー

73
男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
）

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jin
k

e
n

@
c

ity.k
a

su
g

a
.

fukuoka.jp

筑
紫
地
区「
８・６
平
和
の
つ
ど
い
」実
行
委
員
会

平
和
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か

　
第
29
回
筑
紫
地
区「
８・６
平
和
の
つ

ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。

　
戦
後
70
年
を
迎
え
、
命
の
尊
さ
や
平

和
の
大
切
さ
を
語
り
継
ぎ
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　
８
月
６
日
㈭

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

（
受
付
：
午
後
６
時
〜
）

場
所　
プ
ラ
ム・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
大

ホ
ー
ル（
太
宰
府
市
観か

ん
ぜ
お
ん
じ

世
音
寺

１
ー
３
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
教
育
会
館　

上う
え
の野

☎（
５
８
１
）１
０
３
７

F（
５
８
１
）１
６
０
３

見
に
来
ま
せ
ん
か

奴
国
の
丘
歴
史
公
園
絵
画
展

　
春
日
北
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
描
い

た
、
奴
国
の
丘
歴
史
公
園
の
絵
画
を
展

示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。

　
観
覧
は
無
料
で
す
。

期
間　
７
月
23
日
㈭
〜
８
月
30
日
㈰

※
毎
月
第
３
火
曜
日
は
、休
館
日
で
す
。

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本

３
ー
57
）

問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料

館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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わ
く
わ
く
歴
史
体
験

藍
の
生
葉
染
め
体
験

　
昔
か
ら
、
人
は
お
し
ゃ
れ
や
防
虫
の

た
め
、
自
然
の
素
材
を
使
っ
て
衣
服
を

染
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
染
色
技
術
を

体
験
す
る
た
め
、
歴
史
資
料
館
で
育
て

た
藍
を
使
っ
て
シ
ョ
ー
ル
を
染
め
て
み

ま
せ
ん
か
。
参
加
は
無
料
で
す
。

※
小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日  

８
月
22
日
㈯

時
間

▽
午
前
の
部　
午
前
９
時
〜
正
午　

▽
午
後
の
部　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

30
分

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本

３
ー
57
）

定
員　
各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
７
月
22
日
㈬
〜
８
月
21
日

㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

福
岡
共
同
公
文
書
館
企
画
展

百
道
松
風
園
〜
終
戦
と
子
ど
も
た
ち
〜

　
戦
災
孤
児
の
収
容
保
護
施
設
と
し
て

発
足
し
た「
百も

も
ち道
松し
ょ
う
ふ
う
え
ん

風
園
」に
つ
い
て
、

当
館
が
所
蔵
す
る
公
文
書
や
写
真
資
料

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
観
覧
は
無
料
で
す
。

期
間　

７
月
22
日
㈬
〜
９
月
27
日
㈰

（
月
曜
日
、
祝
日
、
９
月
24
日

㈭
は
休
館
）

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　
同
館（
筑
紫
野
市
上か

み
こ
が
古
賀
１
ー

３
ー
１
）

※
無
料
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
館

☎（
９
１
９
）６
１
６
６

F（
９
１
９
）６
１
６
８

http://kobunsyokan.pref.
fukuoka.lg.jp/

航
空
自
衛
隊
春
日
基
地

夏
ま
つ
り
を
開
催

　
基
地
を
開
放
し
、
盆
踊
り
や
ジ
ュ
ニ

ア
ダ
ン
ス
、
太
鼓
・
音
楽
隊
の
演
奏
、

抽
選
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。
出
店
も
あ

り
ま
す
。

日
時　
７
月
24
日
㈮

午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

（
雨
天
な
ど
中
止
の
場
合
有
り
）

場
所　
同
基
地（
原
町
３
ー
１
ー
１
）

※
駐
車
場
は
な
い
の
で
、
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
基
地
広
報
班

☎（
５
８
１
）４
０
３
１（
F
兼
用（
内
線

５
９
０
７
））

http://w
w

w
.m

od.go.jp/
asdf/kasuga/index.htm

l

夏
休
み

裁
判
所
親
子
見
学
会

　
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
、
裁
判

官
や
裁
判
員
が
実
際
に
使
用
し
て
い
る

法
廷
な
ど
を
、
親
子
で
見
学
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　
小
学
５・
６
年
生
と
そ
の
保
護

者

日
程　

▽
８
月
18
日
㈫

第
１
回　
午
前
10
時
〜

第
２
回　
午
後
１
時
30
分
〜

▽
８
月
19
日
㈬　

第
３
回　
午
前
10
時
〜

第
４
回　
午
後
１
時
30
分
〜

※
各
回
約
２
時
間
で
、
各
時
間
の
30
分

前
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

場
所　
福
岡
地
方
裁
判
所（
福
岡
市
中

央
区
城じ

ょ
う
な
い
内
１
ー
１
）

内
容　
小
学
生
模
擬
裁
判
、
ク
イ
ズ
大

会
、
裁
判
官
へ
の
質
問
コ
ー

ナ
ー
、
法
服
を
着
て
記
念
撮
影

な
ど

定
員　
各
40
組（
80
人
）程
度（
申
込
先

着
順
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
裁
判
所
総

務
課
広
報
係

☎（
７
８
１
）３
１
４
１

健　

康

今
か
ら
始
め
る
ロ
コ
モ
予
防
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

　
運
動
不
足
や
加
齢
か
ら
、
筋
肉
量
の

減
少
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
な
ど
の
低
下
を

引
き
起
こ
し
、
転
倒
の
危
険
性
が
高
い

状
態
に
な
る
こ
と
を「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
ロ
コ
モ
）」と
言
い
ま

す
。

　
ロ
コ
モ
に
な
ら
ず
、
自
分
ら
し
く
生

活
す
る
た
め
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
民

日
時　
７
月
25
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
ロ
コ
モ
の
定
義
と
予
防
法（
講
義
）

▽
ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ
ク
、
ロ
コ
モ
予
防
体

操（
実
技
）

講
師　
古こ

が賀
正せ
い
ご
う剛
さ
ん（
健
康
運
動
指

導
士
）

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
し
や
す
い
服

装
、
運
動
靴（
ヒ
ー
ル
な
ど
な

い
も
の
）、
水
筒
、
タ
オ
ル

申
込
方
法　
７
月
24
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

い
き
い
き

ル
ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
６
２（
F
兼
用
）

性
犯
罪
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

　
気
温
が
上
が
り
だ
ん
だ
ん
と
暑
く

な
っ
て
く
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

性
犯
罪
の
発
生
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

県
内
の
、
平
成
26
年
中
の
性
犯
罪（
強

姦
・
強
制
わ
い
せ
つ
）被
害
は
４
９
９

件（
全
国
ワ
ー
ス
ト
５
位
）で
し
た
。

そ
の
う
ち
、
10
〜
20
歳
代
が
被
害
の

約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
時
々
後
ろ
を
振
り
返
る
な
ど
、
周

囲
を
警
戒
し
隙
を
見
せ
な
い

▽
帰
宅
時
は
、
誰
か
と
帰
り
一
人
に

な
ら
な
い

▽
人
通
り
が
多
く
明
る
い
道
を
選
ぶ

▽
携
帯
電
話
を
使
い
な
が
ら
や
音
楽

を
聴
き
な
が
ら
歩
か
な
い

▽
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
と
き
は
玄
関
口

ま
で
乗
り
つ
け
る

▽
帰
宅
し
て
玄
関
の
鍵
を
開
け
る
と

き
は
周
囲
を
確
認
す
る

　
性
犯
罪
は
、
し
っ
か
り
と
防
犯
対

策
を
と
り
、
危
険
な
状
況
に
身
を
置

か
な
い
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

　
油
断
せ
ず
、
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

安
全

安
心

問
い
合
わ
せ
先

▼
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
３

▼
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）
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定
員　
30
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
８
月
16
日
㈰
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
送

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
卓
球
協
会

遠え
ん
ど
う藤（
〒
816
ー
０
８
２
４
小
倉

２
ー
77
）

☎（
５
０
１
）４
７
２
１（
F
兼
用
）

子
育
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
生
後
２
カ
月
か
ら

６
カ
月（
２
月
〜
５
月
生
ま
れ
）の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
お
出
掛

け
デ
ビ
ュ
ー
や
、
友
達
づ
く
り
を
応
援

し
て
い
ま
す（
父
親
の
参
加
可
）。

　
月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士
で

交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、
初

め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象
で

す
。

日
時　
８
月
７
日
㈮
、
11
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）　

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

定
員　
12
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　

７
月
16
日
㈭
〜
31
日
㈮

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も

の
名
前
、
生
年
月
日
、
居
住
地

区
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

ko
so

d
ate@

city.kasuga.
fukuoka.jp福　

祉

市
母
子
寡
婦
福
祉
会

親
子
夏
休
み
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
一
人
親
家
庭
の
親
子
を
対
象
に
、
バ

ス
で
行
く「
レ
イ
ン
ボ
ー
マ
ザ
ー
夏
休

み
★
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」を
行
い
ま

す
。

日
時	

８
月
9
日
㈰

午
前
９
時
15
分（
出
発
）〜
午
後

４
時
50
分（
帰
着
予
定
）

※
集
合
、
解
散
場
所
は
市
役
所
で
す
。

行
き
先　
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド（
北
九

州
市
八
幡
東
区
東ひ

が
し
だ田
４
ー
１
ー

１
）

参
加
費

▽
大
人　

４
０
０
０
円（
会
員
３
０ 

０
０
円
）

▽
中
・
高
校
生　
２
０
０
０
円

▽
小
学
生
以
下　
１
０
０
０
円

定
員　
親
子
25
人（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）

申
込
方
法　

７
月
15
日
㈬
〜
31
日
㈮

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
参
加
者

全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

※
参
加
決
定
者
に
は
後
日
連
絡
し
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
白
水
大
池
虹

の
売
店

☎（
５
９
６
）９
９
２
５（
F
兼
用
）

kasugaboshi@
w

ak.bbiq.jp

手
話
を
学
ぼ
う
手
話
で
話
そ
う

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会

　
聴
覚
障
が
い
者
の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る
、
手
話
を
学

び
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人
で
受
講
後
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
人

※
平
成
26
年
度
か
ら
テ
キ
ス
ト
を
変
更

し
て
い
る
の
で
、
以
前
受
講
し
た
人

も
受
講
で
き
ま
す
。

日
程（
全
46
回
）

▽
入
門
編

９
月
１
日
〜
平
成
28
年
3
月
１
日

（
９
月
８
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）の
毎
週
火
曜
日

▽
基
礎
編

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　
生
活
習
慣
病
や
子
ど
も
の
食
事
が
気

に
な
る
人
な
ど
、
食
生
活
に
関
す
る
悩

み
に
つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
21
日
㈫
、
８
月
11
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

ス
ポ
ー
ツ

春
日
市
卓
球
協
会

一日
卓
球
教
室

　
卓
球
で
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
年
齢
に
関
係

な
く
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
初
め
て

ラ
ケ
ッ
ト
を
持
つ
人
も
大
歓
迎
で
す
。

対
象　
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
人

日
時　
８
月
22
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午

前
９
時
〜
）

場
所　
市
立
西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２

階
競
技
場（
那
珂
川
町
中な

か
ば
る
ひ
が
し

原
東

１
ー
４
ー
１
）

会
費　
５
０
０
円

平
成
28
年
４
月
〜
10
月（
予
定
）の
毎

週
火
曜
日

※
天
候
な
ど
の
理
由
で
日
程
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
視
聴
覚

室（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※
平
成
28
年
度
の
基
礎
編
の
場
所
は
変

更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

受
講
料　
３
０
０
０
円（
税
別
、
テ
キ

ス
ト
代
）

定
員　
40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
、

10
人
以
下
の
場
合
中
止
）

申
込
方
法　
８
月
17
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所（
市
外
居
住
者
は
勤
務
先
、

学
校
名
も
記
入
）、
氏
名（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
、
受
講
動
機

を
書
い
て
送
る

※
受
講
の
可
否
は
、
８
月
24
日
㈪
ま
で

に
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援

課
障
が
い
担
当（
〒
816
ー
８
５ 

０
１
春
日
市
役
所
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）３
０
９
０
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て
無
効
で
す
。

▽
自
転
車
は
１
台
２
５
０
０
円（
税
込

み
、
防
犯
登
録
料
５
０
０
円（
税
込

み
）含
む
）で
す
。

▽
自
転
車
の
申
し
込
み
は
、
前
回
の
当

選（
当
選
辞
退
も
含
む
）か
ら
１
年
以

上
経
過
し
た
人
が
対
象
で
す
。

抽
選
・
引
き
取
り

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、
８
月
12
日
㈬

の
午
前
９
時
か
ら
抽
選
を
行
い
、
抽

選
結
果
を
申
込
者
全
員
に
ハ
ガ
キ
で

知
ら
せ
ま
す
。

▽
当
選
品
は
、
８
月
17
日
㈪
〜
21
日
㈮

の
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
に
引

き
取
っ
て
く
だ
さ
い（
引
き
取
り
期

間
厳
守
）。

▽
ス
チ
ー
ル
家
具（
陶
器
な
ど
を
含
む
）

の
当
選
後
引
き
取
り
が
な
い
場
合
、

そ
の
後
１
年
間
は
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
プ
ラ
ザ

☎（
５
９
６
）７
０
６
６　

F（
５
９
５
）４
１
４
０

講
演
講
座

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

健
康
生
活
支
援
員
養
成
講
習
参
加
者
募
集

　
高
齢
者
の
自
立
し
た
生
活
と
健
や
か

な
高
齢
期
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
家
庭

や
地
域
社
会
で
の
支
援
や
介
護
の
方
法

を
学
び
ま
す
。

対
象　
15
歳
以
上

日
時　
９
月
２
日
㈬
〜
４
日
㈮　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
最
終

日
は
、
学
科
検
定
希
望
者
の
み

午
後
４
時
ま
で
）

会
場　

同
社
同
支
部（
福
岡
市
南
区

大お
お
ぐ
す楠
３
ー
１
ー
１
）

参
加
費　
９
０
０
円（
教
材
費
、
保
険

料
）

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具
、
実

技
が
で
き
る
服
装（
ズ
ボ
ン
な

ど
）、
昼
食

申
込
方
法　
８
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ（
当
日
消
印
有
効
）、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://w
w

w
.fukuoka.

jrc.or.jp/

）の
い
ず
れ
か
で
講

習
名
、
開
催
日
、
会
場
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名（
フ
リ
ガ

ナ
）、性
別
、生
年
月
日
、職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
し
申
し
込
む

※
往
復
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
、
返
信
表
面

に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
の
場
合
は
、
返
信
先
フ
ァ
ッ
ク

ス
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
社
同
支
部

事
業
一
課
講
習
担
当（
〒
815
ー

８
５
０
３
福
岡
市
南
区
大
楠

３
ー
１
ー
１
）

☎（
５
２
３
）１
１
７
２

F（
５
２
１
）２
５
５
２

市
体
育
協
会

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

　
人
工
呼
吸
や
胸
部
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、
そ
の
他
応
急

処
置
を
身
に
付
け
る
講
習
会
で
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る

人
、
市
体
育
協
会
会
員

日
時　
８
月
30
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

２
階
大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

講
師　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防

署
救
急
隊

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
８
月
13
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
伝

え
る（
修
了
証
を
持
っ
て
い
る

人
は
修
了
証
番
号
を
伝
え
る
）

※
申
請
書
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

kasuga-taikyo.com
/

）
か
ら
入

手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
体
育
協
会

☎（
５
７
４
）９
１
３
１

F（
５
７
４
）９
１
３
８

haru-t@
bb.csf.ne.jp

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

普
通
救
命
講
習
Ⅱ

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、
そ
の
他
の
応

急
処
置
を
身
に
付
け
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

※
筆
記
・
実
技
試
験
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂
川

町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
中

学
生
以
上
の
人

日
時　
８
月
16
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分

場
所　
同
消
防
署（
春
日
２
ー
２
ー
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
署

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１

相　

談

県
司
法
書
士
会

司
法
書
士
の
日
記
念
相
談
会

　
相
続
登
記
や
会
社
設
立
な
ど
の
登
記

相
談
、悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者
問
題
、

借
金
な
ど
の
多
重
債
務
問
題
、
訴
訟
、

成
年
後
見
な
ど
、
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
予
約
は
不
要
で
、
当
日
先
着
順
、
相

談
は
無
料
で
す
。

日
時　
８
月
１
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
１
人
30
分
で
す
。

場
所　

天
神
ビ
ル（
福
岡
市
中
央
区

天て
ん
じ
ん神
２
ー
12
ー
１
）　

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
司
法
書
士
会

☎（
９
２
３
）０
６
７
８

F（
９
１
８
）５
２
７
４

環　

境

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

　
同
プ
ラ
ザ
に
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま

れ
た
自
転
車（
約
30
台
）や
ス
チ
ー
ル
家

具（
陶
器
な
ど
を
含
む
約
１
０
０
点
）

を
、
再
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の

を
展
示
し
、
譲
渡
・
販
売（
自
転
車
）し

ま
す
。

　
日
替
わ
り
品
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象　
春
日
市
・
大
野
城
市
に
居
住
す

る
人

展
示
期
間　

８
月
４
日
㈫
〜
９
日
㈰

（
８
日
㈯
を
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　
同
プ
ラ
ザ（
春
日
公
園
６
ー
２
）

申
込
方
法　
期
間
中
に
、
同
プ
ラ
ザ
で

申
込
書
を
受
け
取
り
、
必
要
事

項
を
記
入
し
た
後
、
持
参
し
た

52
円
ハ
ガ
キ（
表
面
に
申
込
者

の
住
所
と
氏
名
を
記
入
、
裏
面

が
無
記
入
で
白
紙
の
も
の
）と

一
緒
に
提
出
す
る

※
来
場
者（
本
人
）の
み
の
申
し
込
み
に

限
り
ま
す
。

注
意
事
項

▽
自
転
車
・
ス
チ
ー
ル
家
具（
陶
器
な

ど
を
含
む
）は
一
世
帯
で
各
１
点
ま

で
申
し
込
め
ま
す
。

▽
同
一
住
所（
２
世
帯
も
含
む
）に
よ
る

複
数
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
、
全
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募　

集

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
Ｙ
Ｔ

会
員
募
集

　
心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
、
や
さ

し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
初
め
ま
せ
ん

か
。
30
〜
70
歳
代
ま
で
幅
広
い
年
齢
の

人
が
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
初
心
者
で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま

す（
無
料
体
験
あ
り
）。

日
時

▽
木
曜
日

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

▽
金
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
木
曜
日
か
金
曜
日
の
ど
ち
ら
か
に
参

加
で
き
ま
す
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

会
費　
２
５
０
０
円（
月
額
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
岡お

か
も
と本

☎
０
９
０（
８
４
０
６
）６
２
１
６

白
水
大
池
公
園
星
の
館

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を
見
よ
う

　
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
は
、
年
に
一

度
、
こ
の
時
期
に
し
か
見
ら
れ
な
い
天

体
現
象
で
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
参
加
は
無
料
で
、
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す（
高
校
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）。

日
時　
８
月
13
日
㈭

午
後
９
時
〜
11
時

※
悪
天
候
の
場
合
、
中
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

場
所　

同
施
設（
下
白
水
２
０
９
ー

問い合わせ先　環境課
☎（584）1111　F（584）1147

　これから気温が高くなると、飲み
水やシャワーなど水の使用量が増え
がちです。
　しかし、普段何気なく使っている
水が、実は貴重で有限な資源である
ことを知っていますか。
　地球は水の惑星といわれています
が、その多くは海水で、私たちが利
用できる水は0.01％しかありませ
ん。
　今回はそんな水を大切に使うため
の節水方法について紹介します。
○歯磨き

　水道の水を出しっ放しにせず、
コップを利用することで１回に約
5ℓの節水が可能です。
○洗濯

　洗濯は、洗濯機の容量に合わせ
て、なるべくまとめ洗いをしま
しょう。1日で約45ℓの節水がで
きます。
　また、風呂の残り湯を活用する
と、水温が高いことから汚れもよ
く落ち、節水にもなるので一石二
鳥です。
○国産食品を選ぼう

　水不足を説明する際によく出て
くる単語に「仮想水」というものが
あります。これは、輸入食品の生
産に必要な水の量を推定したもの
で、日本は食糧の多くを輸入に
頼っているので、大量の仮想水を
輸入していることになります。
　つまり、日本は間接的に海外の
水を大量に消費していることにな
り、世界の水不足と関係していま
す。その原因の仮想水の輸入をで
きるだけ減らすためにも、なるべ
く国産の食料を買うようにしま
しょう。

１
７
１
）

定
員　
50
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　
７
月
29
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
面
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
任
意
）

と
、「
流
星
群
観
望
会
参
加
希

望
」と
記
入
し
、
復
信
表
面
に

住
所
、
氏
名
を
明
記
し
て
申
し

込
む（
後
日
結
果
を
通
知
）

※
複
数
人（
家
族
な
ど
）で
申
し
込
む
場

合
は
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
社
会
教
育
課
社
会
教
育
担
当

（
〒
816
ー
０
８
３
１
大
谷
６
ー

24
）

問
い
合
わ
せ
先　
白
水
大
池
公
園
星
の

館

☎（
５
５
８
）９
０
９
９

F（
５
５
８
）９
０
２
３

starpalace@
skyblue.ocn.

ne.jp

あ
り
が
と
う「
水
」

ふ
れ
あ
い
交
流
会

　
福
岡
都
市
圏
に
住
む
子
ど
も
た
ち
と

筑
後
川
流
域
に
住
む
子
ど
も
た
ち
が
、

施
設
見
学
や
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し

て
、
日
頃
恩
恵
を
受
け
て
い
る
筑
後
川

に
つ
い
て
学
び
、
水
の
大
切
さ
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

交
流
会
で
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　
福
岡
都
市
圏
に
居
住
す
る
小
学

５・６
年
生

日
時　
８
月
18
日
㈫

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時
30

分（
受
付
：
午
前
９
時
〜
９
時

15
分
）

※
福
岡
市
役
所
で
集
合
、解
散
し
ま
す
。

内
容
・
訪
問
場
所

▽
交
流
会　
福
岡
タ
ワ
ー

▽
施
設
見
学　
海
水
淡
水
化
施
設（
ま

み
ず
ピ
ア
）、
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
海

の
中
道

定
員　
40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　
８
月
３
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募

者
全
員
分
の
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号

（
緊
急
連
絡
先
）、
学
校
名
、
学

年
を
明
記
し
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
都
市
圏

広
域
行
政
事
業
組
合
事
務
局

（
〒
810
ー
８
６
２
０
福
岡
市
中

央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１
福
岡
市

役
所
内
）

☎（
７
３
３
）５
０
０
４

F（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m

b.infow
eb.

ne.jp
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そ
の
他

県
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

４
０
歳
か
ら
の
就
職
支
援

　
就
職
活
動
の
コ
ツ
や
応
募
書
類
の
書

き
方
、
面
接
の
コ
ツ
を
学
び
、
面
接
訓

練
を
行
い
ま
す
。
受
講
後
は
、
専
門
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
１
対
１
で
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
40
歳
〜
64
歳
の
求
職

者

日
程
・
場
所

▽
７
月
23
日
㈭
、
24
日
㈮
、
８
月
６
日

㈭
、
７
日
㈮

県
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー（
福

岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ひ
が
し

多
駅
東
１
ー
１
ー
33

は
か
た
近
代
ビ
ル
５
階
）

▽
７
月
30
日
㈭
、
31
日
㈮

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階

学
習
室（
筑
紫
野
市
二ふ

つ
か
い
ち
み
な
み

日
市
南
１
ー

９
ー
３
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

持
っ
て
く
る
も
の　
履
歴
書
、
筆
記
用

具

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎（
４
３
３
）７
７
８
０

F（
４
３
３
）５
３
６
０

実
施
し
て
い
ま
す

労
働
力
調
査

　
総
務
省
統
計
局
と
県
は
、
毎
月
労
働

力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
労
働
力
調
査
は
、
国
の
失
業
率
や
雇

用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統

計
調
査
で
す
。

　
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
自
宅
を
調
査
訪

問
し
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　
７
月
〜
平
成
28
年
１
月

調
査
地
区　
昇
町
４
丁
目
、
天
神
山
７

丁
目
、
上
白
水
８
丁
目
、
上
白

水
10
丁
目
、
原
町
２
丁
目

問
い
合
わ
せ
先　
県
企
画
・
地
域
振
興

部
調
査
統
計
課
調
査
第
一
班
労

働
力
調
査
担
当

☎（
６
５
１
）１
１
１
１

F（
６
４
３
）３
１
９
２

福
岡
県
バ
ス
協
会

車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

全
国
の
バ
ス
協
会
と
国
土
交
通
省

が
連
携
し
て
、
７
月
１
日
〜
31
日
を

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
と
し
て
、
車
内
の

事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
最
近
、
全
国
的
に
高
齢
者
に
よ
る
バ

ス
の
車
内
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒
な

ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
降
り
る
と
き
は
バ
ス
が
停
留
所
に

つ
い
て
扉
が
開
い
て
か
ら
席
を
立
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
20
年
６
月
１
日
か
ら
、
高
速
バ
ス

や
貸
し
切
り
バ
ス
の
後
部
座
席
も
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
義
務
が
あ
り
ま
す
。

食のワンポイント 　
熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
な
環
境

に
長
く
い
る
こ
と
で
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温

調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
ず
、
体
内

に
熱
が
こ
も
る
状
態
を
指
し
ま
す
。

　
筋
肉
痛
や
め
ま
い
、立
ち
く
ら
み
、

頭
痛
、
吐
き
気
、
倦
怠
感
な
ど
の
症

状
が
現
れ
、
重
症
に
な
る
と
意
識
障

害
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
特
に
体
温
調
節
が
未
熟
な
乳
幼
児

や
、
体
内
水
分
量
が
少
な
く
体
温
を

下
げ
る
反
応
が
弱
く
な
っ
て
い
る
高

齢
者
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
熱
中
症
の
知
識
を
身
に
付
け
、
熱

中
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

▽
屋
外
で
は
日
陰
を
歩
い
た
り
、
帽

子
や
日
傘
を
使
用
し
た
り
す
る

▽
室
内
で
は
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ

れ
、
打
ち
水
を
し
、
扇
風
機
や
エ

ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節
す
る

▽
小
ま
め
に
水
分
・
塩
分
、
経
口
補

水
液
な
ど
を
補
給
す
る

▽
通
気
性
が
良
く
、
吸
湿
性
・
速
乾

性
の
あ
る
衣
服
を
着
用
す
る

▽
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な

ど
で
体
を
冷
や
す

▽
暑
い
日
中
の
外
出
や
運
動
を
控

え
、
小
ま
め
に
休
憩
を
と
る

▽
日
頃
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
気
を

付
け
、
十
分
な
睡
眠
を
と
り
、
運

動
を
す
る
な
ど
体
調
を
整
え
る

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見
か
け
た
ら

▽
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る

▽
衣
服
を
ゆ
る
め
、
体
を
冷
や
す

▽
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

　
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
ま
た
、

意
識
が
な
い
場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急

車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

山
さんしょう
椒は小粒でピリリと辛い

　ミカン科のサンショウの木は、
葉や実が香り高く、和食では季節
を演出するのに欠かせません。
　山椒の実に含まれる香りや辛味
成分には、食欲増進や健胃・鎮痛・
駆虫作用があります。
　この山椒とよく似たものが中国
の「花

かしょう
椒」です。山椒とは同属異種

ですが、辛さに特徴があり四川料
理には欠かせません。体の中心か
ら温める効能があり、有名な漢方
薬にも使われています。
　夏バテ気味の人や、冷房で体
調を崩してしまった人にお勧めで
す。

　
安
全
の
た
め
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必

ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
（
一
社
）県
バ
ス
協
会

☎（
４
３
１
）９
７
０
４

F（
４
５
２
）３
７
６
１

福
岡
県
３
０
代
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
セ
ン
タ
ー

３
０
代
求
職
者
向
け
就
職
支
援

　
お
お
む
ね
30
歳
〜
39
歳
で
、
現
在
就

職
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
や
こ
れ
か
ら

転
職
を
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
、
研

修
や
個
別
相
談
、
合
同
会
社
説
明
会
な

ど
を
通
し
て
就
職
・
再
就
職
を
支
援
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎（
７
２
０
）８
８
３
１

F（
７
８
１
）６
１
０
５

市
報
が
届
か
な
い
場
合
は

連
絡
し
て
く
だ
さ
い

　
市
報
か
す
が
は
、
発
行
日
の
前
日
ま

で
に
、
市
内
の
全
世
帯
・
全
事
業
所
を

対
象
に
、
配
布
業
者
に
委
託
し
て
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
万
が
一
、市
報
が
届
か
な
い
場
合
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
二
世
帯
住
宅
な
ど
で
配
布
部

数
を
増
や
し
た
い
、
長
期
不
在
で
配
布

を
止
め
た
い
場
合
な
ど
も
、
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
情
報
政
策
課
情
報
公

開
広
報
担
当（
市
役
所
５
階
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
５
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■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時〜16時／市役所／第1水曜日8時30分以降
の平日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月〜金曜日／10時
〜12時15分、13時〜16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111
国の行政に関すること／第4火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所（無料）　☎（622）0403　☎（643）3168
月〜金曜日／9時〜17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　F（584）7739
月〜土曜日／9時30分〜18時／子育て支援センター

◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月〜金曜日／9時〜16時／福岡県ひとり親家庭等就業・自立
支援センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
月〜金曜日／8時30分〜17時

※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。
人権
◆定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201
第1火曜日／10時〜15時／市役所2階市民相談室（予約不要）

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日／8時30分〜17時／じょなさん

◆ちくし女性ホットライン（暴力・DV・セクハラの相談）　☎（513）7335
月〜水・金曜日10時〜17時／木曜日10時〜 20時30分
◆福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日／9時〜17時（金曜日は18時〜20時30分）／福岡県男女
共同参画センター（8月13〜 15日、年末年始を除く）
不安・悩みごと
◆福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」
　☎（632）7830　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜17時45分
◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時〜16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（http://www.inochinodenwa-net.jp)

※上記の他、相談窓口を情報政策課（☎（584）1148）や市ウェブサイト（http://
www.city.kasuga.fukuoka.jp/tetuzuki/sodan/index.html）で紹介しています。

泉ヶ丘幼稚園
泉ヶ丘幼稚園では
毎日、一人一人が遊びを楽しみ、元気に過ごしています。
　朝の登園では「おはようございます」の爽やかなあいさつ
で１日が始まります。登園すると、園庭では子どもたちの
遊びの輪が広がり、友だち同士で役割も生まれ、創造の世
界にみんな夢中です。
　近くにある泉公園は広々とし
て、かけっこやスポーツなど、
健康維持と体力向上に最適な環
境です。また、探検や観察で自
然と触れ合い、四季折々も体感
できます。帰るときにはごみを
拾い、感謝の気持ちも忘れません。
　園庭のミニ田んぼで米作りや、野菜作りにも挑戦し、サ
クランボやハッサクなどの果物も収穫します。みんなで育

てたものは、なぜかおいしく、楽しみが盛りだくさんです。
　室内では、私たちの園の特色
であるＳＩ遊びに子どもたちは
夢中です。ＳＩ遊びは、世界的
な教材を用い柔軟な思考力と想
像力を育てるもので、子どもた
ちは、楽しみながら自ら気付き、
考え、解決していきます。楽し
い「遊び」が未来を広げていきます。
　剣道では、大きな声でエイ！ヤー！その他茶道など、日
本文化も取り入れて礼儀や思いやりを学んでいます。
遊びに来ませんか！
　幼稚園は楽しい遊びの場です。親子で楽しむ「さくらん
ぼクラス」は、登録すればいつでも参加できる集まりです。
また、幼稚園見学も事前に申し込みがあれば随時行ってい
ます。気軽に問い合わせてください。

■こども未来課 保育所担当
　☎（584）1111　F（584）1115
■泉ヶ丘幼稚園
　☎（574）4154　F（574）4157

　

夏
で
す
。
夏
は
暑
い
も
の
。

暑
い
暑
い
と
騒
い
で
も
涼
し
く

な
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
気

分
だ
け
で
も
涼
し
く
な
る
こ
と

を
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
み
ま

し
た
▼
そ
の
１
、
部
屋
を
片
付

け
る
。
物
が
少
な
い
と
掃
除
も

楽
に
な
る
し
、
見
た
目
も
す
っ

き
り
し
ま
す
。
風
鈴
を
吊
る

し
て
も
い
い
で
す
ね
▼
そ
の
２
、

旬
の
野
菜
を
食
べ
る
。
キ
ュ
ウ

リ
や
ト
マ
ト
な
ど
の
夏
野
菜
は

体
を
冷
や
す
効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冷
凍

で
お
な
じ
み
の
枝
豆
や
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
も
茹
で
た
て
が
味
わ
え

ま
す
▼
そ
の
３
、
夏
の
風
物
詩

を
楽
し
む
。
花
火
大
会
や
夏

祭
り
へ
出
か
け
る
の
も
い
い
し
、

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
も
こ
の
季
節

だ
け
で
す
▼
い
か
が
で
す
か
？

ク
ー
ラ
ー
の
よ
う
に
、
冷
た
い

風
は
吹
い
て
は
き
ま
せ
ん
が
、

涼
し
く
な
っ
た
よ
う
な
気
分
に

な
り
ま
せ
ん
か
▼
暑
い
夏
だ
か

ら
こ
そ
、
自
分
流
の
過
ご
し
方
、

楽
し
み
方
を
見
つ
け
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　

   　

A

△苦手な野菜にも挑戦だ！

△「できた！」、「わかった！」（SI
あそび）
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木

ナ
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ノ
キ

奴
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写
真
館

奴
国
写
真
館

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
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５
０
１
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１
４
４
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５
７
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）１
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白
水
ヶ
丘
に
あ
る
白
水
小
学
校
の
裏
門
の
そ
ば
に
、
高
さ
２

ｍ
ほ
ど
の
立
派
な
石
碑
が
残
っ
て
い
ま
す
。
明
治
39
年
か
ら
41

年
に
か
け
て
現
在
の
白
水
ヶ
丘
か
ら
上
白
水
一
帯
で
耕
地
整
理

事
業
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
大
正
時
代
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
付
近
一
帯
が
あ
ま
り
農
耕
地
に
適
さ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
畑
や
水
田
の
改
良
、
道
路
や
水
路
の
整
備
工
事
を
行

い
、
さ
ら
に
整
理
池
と
い
う
た
め
池
を
築
造
す
る
と
い
っ
た
地

域
の
近
代
化
を
進
め
る
大
事
業
で
し
た
。

　
整
理
池
は
創
立
10
周
年
を
迎
え
る
白
水
小
学
校
の
建
設
で
埋

め
立
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
体
育
館
外
側
の
斜
面
に
た
め
池
の
土

手
の
一
部
が
残
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、
こ
こ
か
ら
下
流
へ

青
々
と
し
た
田
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

上
白
水
地
区
の
文
化
財

〜
耕
地
整
理
記
念
の
碑
〜

△耕地整理記念の碑
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